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情報発信の取組について
【ホームページ】閲覧環境の改善（アクセシビリティ向上等）について

①スマホ画面を意識したトップページの改修
・新着情報を画面最上位へ移動
・リンクの表示をより見やすく変更

②提案募集の対応方針に基づく関係府省の措置結果について、通知発出等の
タイミングをとらえて随時掲載

③ＳＮＳ（Facebook及びTwitter）からのＨＰ閲覧をよりわかりやすく誘導

※ホームページ閲覧件数の大幅な増加
28年度：426,939件 → 29年度：477,433件

（対前年＋11.8%，＋50,494件）

【地方分権改革シンポジウム～地方の提案で国の制度が変わる～】《開催結果》
【日時・会場】平成30年3月19日(月) 13:30～16:30 銀座ブロッサム（中央会館）
【参加者】500名以上 （地方自治体職員、地方議会議員、一般住民、報道関係者等）
（詳細はホームページに掲載）

➡ http://www.cao.go.jp/bunken-suishin/shinpokaisai/shinpokaisai4.html 

５年目を迎える提案募集方式について、これまでの歩みと主な成果、29年提案募集の成果
事例や自治体における取組事例を紹介しつつ、提案募集方式の地方分権改革における意義や
現状を取り巻く諸課題への対応（子ども・子育て関係、地域公共交通分野等）に果たす役割、
今後の改革の方向性等について議論が展開された。

また、初めて地方分権改革推進ＭＶＰの授与を行った。
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平成29年度 地方分権改革推進ＭＶＰ団体

(1) 兵庫県 企画県民部 政策調整局 広域調整課
「庁内外の連携による提案募集への対応」

(2) 豊田市 行政改革推進課（愛知県）
「職員提案制度の活用、表彰による職員のモチベーション向上」

(3) 山梨県町村会 振興課
「町村会の後押しにより全町村共同提案を実現」

(4) 大分県 総務部 市町村振興課
「既存の会議を活用した県の後押しにより全市町村共同提案を実現」

(5) 島牧村 福祉課（北海道）
「事前相談を活用した村の初提案により柔軟な介護福祉サービスが可能に」

地方分権改革推進ＭＶＰについて（参考）
【対象】

地方分権改革に関する提案募集において、提案の
掘り起こしや提案検討のプロセスなど、当該地域の
実情を踏まえた独自の工夫に努め、他団体の模範と
なるような功労が認められる者。

【目的】
地方分権改革推進MVPを授与し、広く周知すること

により、提案募集方式の一層の普及と地方分権改革の
参加者拡大に資するべく実施。
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